
　農畜産業振興会事務局（産業振興課内）　☎（55）7128

農畜産物品評会
受賞者紹介

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
金
賞
の
み
・
敬
称
略
）

 《
総
出
品
点
数
　
　337
点
》

　愛
知
県
知
事
賞

　
　
レ
ン
コ
ン 

桜
井
　
伸
吾

　
愛
西
市
長
賞

　
　
ミ
ニ
ト
マ
ト 

伊
藤
　
　
学

　
あ
い
ち
海
部
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

　
　
イ
チ
ゴ 

渡
辺
　
善
文

　
愛
西
市
議
会
議
長
賞

　
　
レ
ン
コ
ン 

城
　
　
明
良

　愛
西
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
　
フ
キ 

中
野
　
俊
郎

　㈱
中
日
新
聞
社
賞

　
　
ミ
ツ
バ 

伊
藤
　
義
廣

　海
部
地
域
農
業
改
良
推
進
協
議
会
会
長
賞

　
　
サ
ン
チ
ュ 

冨
田
　
宏
之

　海
部
苗
木
花
卉
生
産
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
　
カ
ラ
ー 

三
輪
　
　
昇

　木
曽
川
用
水
営
農
対
策
推
進
協
議
会
会
長
賞

　
　
ポ
イ
ン
セ
チ
ア 

原
田
　
広
史

　一
般
社
団
法
人
愛
知
県
農
業
会
議
会
長
賞

　
　
ニ
ン
ジ
ン 

中
島
　
尚
子

　愛
知
県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事
賞

　
　
イ
チ
ゴ 

加
藤
　
公
典

　
愛
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　
　
イ
チ
ゴ 

中
野
　
則
義

　
海
部
農
業
経
営
者
の
会
会
長
賞

　
　
ミ
ニ
ト
マ
ト 

杉
村
　
英
俊

　海
部
畜
産
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
　
タ
マ
ゴ 

石
原
　
利
広

　愛
知
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

　
　
コ
メ 

山
内
　
　
隆

　
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
愛
知
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞

　
　
レ
ン
コ
ン 

水
谷
美
佐
恵

　愛
知
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

　
　
ト
マ
ト 

野
口
　
　
隆

　愛
知
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

　
　
レ
ン
コ
ン 

城
　
　
靖
雄

　愛
知
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

　
　
ミ
ニ
ダ
イ
コ
ン 

横
井
　
文
雄

　グ
ラ
ン
プ
リ
愛
西
市
長
賞

　
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ―

ｕ
ｐ

　（
村
上
尚
美
・
春
日
井 

真
）

　愛
西
市
観
光
協
会
会
長
賞

　
ア
ミ
ア
ン
テ
ィ
ム（
市
橋
奈
々
・
近
藤
有
紀
乃
）

　あ
い
さ
い
さ
ん
賞

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
ピ
ッ
ツ
ィ
カ
ー
レ

　（
内
沢
玉
稀
・
鈴
木
晃
成
・
鈴
木
理
央
奈
・
福
井

　
操
・
福
井 

弓
・
森 

菜
月
・
福
井
恵
美
子
）

　中
日
新
聞
社
賞

　
岸 

香
歩

　審
査
員
特
別
賞

　
Ｂ
ａ
ｓ
ｓ
　
４

　（
江
上
達
哉・陳 

子
沛・山
崎 

航・梅
原
康
幸
）

　聴
衆
賞

　
ア
ミ
ア
ン
テ
ィ
ム（
市
橋
奈
々
・
近
藤
有
紀
乃
）

　入
賞

　
Ｅ
　
Ｄｕｏ（
江
上
達
哉
・
陳 

子
沛
・
高
松
朋
子
）

　
伊
井
夕
雛

　
坂
本
志
麻

　
ル
ネ
ッ
タ（
小
川
理
都
子・朽
名
杏
樹・朽
名
恭
子
）

　平成30年11月22日あいち海部農協北部営農センターで農畜
産物品評会が開催され翌日23日に表彰式が行われました。
　どの作物も生産者の皆さんが丹精込めて作られた優秀な作品
ばかりでした。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
そ
の
地
域
の
生
活
環

境
は
改
善
さ
れ
、
衛
生
的
で
快
適
な
も
の
に
な
り
ま

す
。

　
公
共
施
設
の
中
で
も
道
路
や
公
園
な
ど
は
誰
で
も

自
由
に
利
用
で
き
ま
す
が
、
下
水
道
施
設
は
下
水
道

の
整
備
さ
れ
た
区
域
の
人
た
ち
の
み
が
利
用
で
き
る

施
設
で
す
。

　
下
水
道
整
備
に
は
多
く
の
費
用
が
必
要
に
な
り
、

こ
れ
を
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
だ
け
で
ま
か
な
う

と
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
区
域
の
人
た
ち

と
の
間
に
著
し
く
不
公
平
な
状
況
が
生
じ
ま
す
。
そ

こ
で
、
下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
た

ち
に
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
な
ら
び
に
下
水
道
整

備
の
促
進
を
図
る
の
が
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
制

度
で
す
。

　 

指
定
工
事
店
以
外
の
業
者
に
排
水
設
備
工
事
を

発
注
さ
れ
、
市
に
工
事
申
請
さ
れ
て
も
着
工
を
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
排
水
設
備
工
事
は
、
適
切
な

施
工
方
法
と
技
術
で
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
、
故
障
や

詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
、
市
民
の
皆
様
に
下
水
道
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
市
の

指
定
工
事
店
に
発
注
し
て
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

下
水
道
課
　
☎（
55
）7
1
2
4

　
佐
屋
・
佐
織
地
区
で
は
、
平
成
15
年
度

か
ら
下
水
道
の
整
備
を
進
め
、
平
成
22
年

３
月
31
日
か
ら
一
部
の
区
域
で
完
成
し
、

供
用
開
始（
下
水
道
へ
接
続
可
能
）し
て
い

ま
す
。

　
平
成
31
年
４
月
１
日
の
供
用
開
始
予
定

区
域
は
次
の
地
区
で
す
。

佐
屋
地
区

・
佐
屋
町
亥
新
田
、
宅
地
、
堤
西
お
よ
び
道

　
西
の
各
一
部

・
須
依
町
庄
屋
敷
、
白
山
お
よ
び
東
田
面
の

　
各
一
部

・
稲
葉
町
三
四
田
の
一
部

・
西
保
町
北
川
原
の
一
部

佐
織
地
区

・
小
津
町
浦
田
面
、
江
新
田
お
よ
び
観
音
堂

　
の
各
一
部

・
諏
訪
町
池
埋
、郷
浦
、郷
西
、郷
東
、中
杁
、

　
中
島
お
よ
び
古
堤
新
田
の
各
一
部

該
当
地
区
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
へ

　
１
月
中
旬
に
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告

書
、
下
水
道
へ
の
接
続
、
受
益
者
負
担
金

等
制
度
に
関
す
る
説
明
会
の
日
程
を
お
送

り
し
ま
す
。
説
明
会
当
日
に
書
類
一
式
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
排
水
設
備
工
事

　
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
区
域
内
で

は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出
る
排
水
を

下
水
道
管
に
流
す
た
め
の「
排
水
設
備
」を
設

置
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
へ
の
切
替
工
事
に
つ
い
て

　
下
水
道
整
備
が
終
わ
る
と
、
排
水
設
備
を

下
水
道
へ
接
続
し
て
も
よ
い
区
域（
供
用
開

始
区
域
）を
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
く
み
取
り
便
所

は
３
年
以
内
に（
第
11
条
の
３
第
１
項
）、
そ

の
他
の
施
設（
水
洗
便
所
・
風
呂
・
台
所
な

ど
）は
遅
滞
な
く(

第
10
条
第
１
項
）、
下
水

道
へ
の
接
続
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

指
定
工
事
店
と
の
契
約
上
の
注
意
事
項

　
排
水
設
備
工
事
は
、「
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
」が
専
属
す
る「
愛
西
市
排
水
設
備

指
定
工
事
店
」で
な
け
れ
ば
工
事
で
き
ま
せ

ん
。

☆
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

　
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
に
土

地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
受
益

者
負
担
金
も
し
く
は
受
益
者
分
担
金
が
賦

課
徴
収
さ
れ
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
を

　
　
　
　
　
　
　納
め
て
い
た
だ
く
方
は
？

　
受
益
者（
納
付
義
務
者
）は
、
原
則
と
し

て
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
内
に
土

地
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。
た
だ
し
、

土
地
に
地
上
権
・
質
権
・
使
用
貸
借
・
賃

貸
借
な
ど
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
話
し
合
い
に
よ
り
受
益
者
を
決
定

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
額
は
？

　
納
付
し
て
い
た
だ
く
負
担
金
・
分
担
金

の
額
は
、
対
象
と
な
る
土
地
の
面
積（
㎡
）

に
400
円
を
乗
じ
た
額
を
３
年
間
に
分
割
し

て
12
回（
１
年
に
第
１
期
か
ら
第
４
期
の
計

４
回
を
３
年
間
）で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
一
括
納
付
も
可
能
で
す
が
、
前
納
報

奨
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
金
納
付
の
ほ
か
、

口
座
振
替
制
度
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

※

そ
の
土
地
に
か
か
る
負
担
金
・
分
担
金

は
一
度
納
付
し
て
い
た
だ
く
と
、
重
ね
て

賦
課
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
制
度
と
は

　
工
事
の
方
法
・
期
間
・
費
用
な
ど
は
指
定

工
事
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
依
頼

す
る
際
に
は
、
見
積
も
り
金
額
だ
け
で
な

く
、
施
工
内
容
・
施
工
後
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
も
よ
く
検
討
し
契
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用
負
担

　
個
人
の
施
設
・
財
産
で
す
の
で
個
人
負
担

で
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
下
水
道
使
用
料

　
排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
、
下
水
道
へ
汚

水
を
流
す
よ
う
に
な
る
と
、
流
し
た
下
水
排

出
量
に
応
じ
て
下
水
道
の
使
用
者
に「
下
水

道
使
用
料
」を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
使
用
料
は
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

処
理
費
用
や
、
下
水
道
管
の
清
掃
な
ど
の
維

持
管
理
費
用
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

支
払
方
法

　
下
水
道
使
用
料
は
、
通
常
、
２
か
月
に
１

回
、
上
水
道
料
金
と
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
納
付
方
法
を
別
々
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
宅
内
排
水
接
続
工
事
の
お
願
い

　
既
に
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

の
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
で
、
ま
だ
接
続
工

事
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
１
日
も
早
い
切

替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 生涯学習課　☎（55）7135

　平成30年12月9日文化会館であいさい音楽祭２０１８
が開催されました。
　音楽祭では音楽合戦グランプリ決勝があり、表彰式も
行われました。受賞者は次の方々です。（敬称略）
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